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ア
ー
ス
デ
イ
２
０
１
５ 

鶴
田
を
開
催
し
ま
す  

《
ア
ー
ス
デ
イ
鶴
田
実
行
委
員
会
》 

ア
ー
ス
デ
イ
と
は
、
地
球
を
環
境
破
壊
、
汚

染
か
ら
守
る
た
め
に
行
動
す
る
日
と
し
て
、 

一
九
七
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

ア
ー
ス
デ
イ
鶴
田
実
行
委
員
会
（
代
表
ア
ン

ナ
・
ク
マ
シ
ロ
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
勉
強
を
し
た
り
、
ご
み
等
を
再
利
用

し
工
作
を
し
ま
す
。
ア
ン
ナ
先
生
と
カ
イ
ル
先

生
と
一
緒
に
お
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
開
催
日
時 

四
月
十
八
日
（
土
） 

午
前
八
時
～
十
一
時
頃 

※
午
前
七
時
五
十
分
ま
で
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
会
場 

国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル 

※
開
会
式
は
町
民
プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎
前 

広
場
）
で
行
い
ま
す
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

ま
ち
づ
く
り
班
（
内
線
２
６
３
） 

四
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

－ 最  大  限  の  節  電  に  ご  協  力  を －  

納め忘れはありませんか？  

◎町・県民税  ◎固定資産税  

◎軽自動車税  ◎国民健康保険税  

緑
の
募
金
運
動
が 

始
ま
り
ま
す  

《
産
業
観
光
課
》 

緑
の
羽
根
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
豊
か
な
自
然
が

も
っ
と
広
が
る
こ
と
を
思
い
、
緑
の

募
金
運
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ

と
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
た
め
に
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

●
募
金
期
間 

四
月
一
日
（
水
）
～ 

五
月
三
十
一
日
（
日
） 

●
募
金
箱
設
置
場
所 

 

産
業
観
光
課
窓
口
、
町
民
生
活

課
窓
口
ほ
か
町
内
各
施
設
等 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

産
業
観
光
課 

農
業
振
興
班 

 

（
内
線
２
９
３
） 

 



津
軽
富
士
見
湖

桜

ま

つ

り

の

出

店

者

募

集 
 

《
鶴
田
町
・
鶴
田
町
観
光
協
会
》 

平
成
二
十
七
年
五
月
三
日
～
五

日
ま
で
の
三
日
間
、
富
士
見
湖
パ
ー

ク
で
「
第
九
回
津
軽
富
士
見
湖
桜
ま

つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
出
店
者
を
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
受
付
日
時 

 

平
成
二
十
七
年
四
月
十
七
日 

（
金
） 

午
前
九
時
～
午
後
二
時 

●
申
込
受
付
場
所 

鶴
田
町
役
場 

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
班 

●
申
込
者
資
格
要
件 

 

鶴
田
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

（
二
十
歳
以
上
）
ま
た
は
団
体 

●
出
店
区
域
お
よ
び
地
割
面
積
等 

▽
富
士
見
湖
パ
ー
ク
内
指
定
区
域

（
売
店
付
近
と
や
す
ら
ぎ
の
駐

車
帯
付
近
） 

▽
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

（
一
区
画
４
ｍ×

３
ｍ
） 

▽
一
人
一
区
画
に
限
定 

    

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の 

①
申
請
者
の
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、
住
民

票
な
ど
） 

②
飲
食
の
出
店
を
す
る
場
合
は
、
臨

時
飲
食
店
許
可
が
必
要
で
す
。
当

日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
許
可
証
が
な
い
場
合
は
出

店
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
保

健
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。 

③
印
鑑 

④
使
用
料
…
日
額
一
、
二
〇
〇
円 

（
１
㎡
一
〇
〇
円×

12
㎡
） 

⑤
水
道
料
…
日
額
二
二
〇
円 

 

※
水
道
を
使
用
す
る
場
合 

●
そ
の
他
注
意
事
項 

①
受
付
時
間
内
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
区
割
り
の
都
合
上
、
受

付
場
所
で
の
直
接
の
申
請
で
な

け
れ
ば
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

②
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
本

人
か
ら
の
委
任
状
と
印
鑑
証
明

が
必
要
で
す
。 

③
出
店
時
間
は
五
月
三
日
～
五
日

ま
で
の
三
日
間
の
午
前
九
時
～

午
後
五
時
ま
で
で
す
。 

④
パ
ー
ク
の
電
気
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
電
気
を
使
用
す
る
方

は
発
電
機
を
ご
用
意
く
さ
い
。 

⑤
三
日
間
通
し
で
出
店
す
る
場
合

と
一
～
二
日
だ
け
の
出
店
で
は

指
定
場
所
が
若
干
異
な
り
ま
す
。 

⑥
遵
守
事
項
を
守
ら
な
い
出
店
者

は
、
次
年
よ
り
使
用
を
許
可
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
班 

（
内
線
２
９
６
・
２
９
７
） 

 

妊
婦
・
親
子
保
育

体
験
に
参
加
し
ま

せ
ん
か 

 
 

 
 

 

《
鶴
田
町
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
》 

 

保
育
体
験 

 

四
月
、
五
月
、
六
月
の
妊
婦
・
親

子
保
育
体
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
妊
婦
・
乳
児
（
０
歳
児
）
親
子
保

育
体
験
（
離
乳
食
体
験
含
む
） 

▽
日
時 

・
四
月
二
十
一
日
（
火
）
、
五
月
十

九
日
（
火
）
、
六
月
十
六
日
（
火
）

の
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時 

●
幼
児
（
一
～
五
歳
児
）
親
子
保
育

体
験
（
給
食
体
験
あ
り
） 

▽
日
時 

・
休
日
を
除
く
毎
日 

午
前
九
時 

三
十
分
～
十
一
時
三
十
分 

※
い
ず
れ
も
必
ず
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
給
食
希
望
の
方
は
、
十

日
前
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ 

さ
い
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
 

子
育
て
相
談
日 

 

子
育
て
上
、
気
に
か
か
り
ご
心
配

な
こ
と
は
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▽
日
時 

・
四
月
二
十
五
日
（
土
）
、
五
月
二

十
三
日
（
土
）
、
六
月
二
十
七

日
（
土
）
の
午
前
十
時
～
正
午
、

午
後
一
時
～
三
時 

 

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム 

 

０
歳
児
か
ら
入
学
前
の
子
ど
も

ま
で
、
ど
な
た
で
も
親
子
で
参
加
で

き
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。 

▽
日
時
・
場
所 

・
五
月
十
三
日
（
水
）
、
六
月
三
日

（
水
）
の
午
前
十
時
～
十
一
時
三

十
分 

・
鶴
遊
館
（
栄
養
指
導
室
） 

▽
内
容 

 

五
月
…
今
年
も
よ
ろ
し
く
！
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
遊
ぼ
う 

 

六
月
…
鶴
寿
公
園
で
遊
ぼ
う 

  

小
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
人 

ふ
れ
あ
い
体
験 

 

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
生
活
援
助

（
お
む
つ
交
換
、
授
乳
、
食
事
の
世

話
な
ど
）
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

▽
日
時 

毎
週
土
曜
日 

午
前
九
時
～
午

前
中 

（
ほ
か
の
日
時
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
） 

▽
募
集
人
員 

 

一
日 

五
人
（
要
予
約
） 

※
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
昼
食
を

と
り
た
い
方
は
、
お
弁
当
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
遊
べ
る
服

装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

鶴
田
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
認
定
こ
ど
も
園
つ
る
た
乳
幼

児
園
内
） 

☎
２
２
―
３
７
６
５ 

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

ご
利
用
に
つ
い
て 

 
 

《
つ
が
る
総
合
病
院
》 

 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
（
水
）

か
ら
、
Ｕ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ
Ｂ
・
日
専
連
と

加
盟
店
契
約
を
締
結
し
、
医
療
費
等

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

利
用
で
き
る
カ
ー
ド
は
、
ビ
ザ
、

マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
、
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ

ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

ダ
イ
ナ
ー
ス
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
、

銀
聯
（
ぎ
ん
れ
ん
）
で
す
。
ま
た
、

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。 

 

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
、
一
回
払
い 

  



の
ほ
か
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
、
分

割
払
い
等
が
可
能
で
す
。 

 

詳
し
い
こ
と
は
、
窓
口
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

つ
が
る
総
合
病
院 
医
事
課
医
事
係 

☎
３
５
―
３
１
１
１ 

（
内
線
２
２
１
０
） 

 

平
成
二
十
七
年
度

協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部

保
険
料
率
に
つ
い
て 

 

《
全
国
健
康
保
険
協
会
》 

 

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の
中
小

企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を
運
営

し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
当

支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
例
年
よ

り
一
カ
月
遅
れ
の
四
月
分
（
五
月
納

付
分
）
保
険
料
よ
り
一
〇
．
〇
〇
％

か
ら
九
．
九
八
％
に
変
更
と
な
り
ま

す
（
介
護
保
険
料
率
も
一
．
七
二
％

か
ら
一
．
五
八
％
に
変
更
）
。 

 

厳
し
い
医
療
保
険
の
財
政
状
況

の
中
、
協
会
け
ん
ぽ
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
に
お
け
る
、
加
入
者
お
よ
び

事
業
主
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
保
険
料
額
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:/

/
ww

w
.k

y
ou

k
ai

k
en

po
.
o

r
.
j
p/

s
hi

b
u/

a
om

o
ri

/

）
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部 

☎
０
１

７
―

７
２
１

―
２

７
１

３ 

 

離
職
者
等
再
就
職 

訓
練
受
講
生
の

募

集

に

つ

い

て 
 

《
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
》 

 

離
職
者
等
の
早
期
就
職
促
進
を

図
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
訓
練
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

●
科
名 

 

医
療
事
務
科
② 

●
定
員 

 

二
十
人
（
応
募
者
が
少
な
い
場
合

は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

●
応
募
資
格 

 

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込

み
を
行
っ
て
い
る
者 

●
受
講
内
容 

 

受
付
・
診
療
報
酬
請
求
・
会
計
事

務
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
医
療
関
係
機
関
の
Ｉ
Ｔ

化
へ
の
適
応
を
目
指
す
。 

●
資
格
取
得
目
標 

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ 

（
三
級
程
度
） 

 
 

・
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

（
二
級
程
度
） 

●
募
集
期
間 

四
月
二
十
二
日
（
水
）
正
午
ま
で 

●
受
講
期
間 

平
成
二
十
七
年
五
月
十
三
日

(

水)

～
八
月
十
二
日
（
水)

の
三

カ
月
（
受
講
日
数
は
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
き
、
一
カ
月
あ
た
り
二

十
日
程
度
） 

●
受
講
時
間 

 

午
前
九
時
五
分
～
午
後
三
時
五

十
分 

●
応
募
手
続 

 

受
講
申
込
書
お
よ
び
訓
練
希
望

調
査
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出 

●
選
考
方
法 

 

書
類
選
考 

●
選
考
結
果 

 

五
月
一
日
（
金
）
に
郵
送 

●
受
講
場
所 

 
五
所
川
原
市
内
の
民
間
訓
練
施

設
を
予
定 

●
受
講
料 

 

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
（
一

万
五
千
円
程
度
）
お
よ
び
資
格
試

験
受
験
料
・
駐
車
料
（
月
額
三
千

円
程
度
）
は
自
己
負
担
） 

●
そ
の
他 

 

災
害
保
険
料 

二
、
四
五
〇
円

（
任
意
加
入
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所 

☎
３
４
―
３
１
７
１ 

 花だんコンクールに参加しませんか！ 
 「花いっぱいの輪」を広げ、町に花と緑が満ちあふれる心豊かなうるおいのあるまちづくりを推進 

するため、町では今年度も次のとおり花だんコンクールを実施します。 

たくさんの応募をお待ちしております。 

＊実施方法＊ 

鶴田町内の学校・各種団体が管理している花だんおよび庭先や道路沿いにプランター等を利用した 

ものなどを対象とし、花だんの面積に応じた花苗を配布します。 

＊対象＊ 

 ・公的団体…学校、保育園等  ・私的団体…会社、町内会、婦人会、子ども会、老人クラブ等 

＊参加資格＊ 

町内に居住する学校・各種団体 

＊申し込み方法＊ 

 所定の申込書に必要事項を記入のうえ、鶴田町教育委員会に申し込んでください。 

締め切りは、４月 20 日（月）です。 

＊審査と表彰＊ 

 7 月と 9 月の 2 度審査会を開き、10 月頃提出していただく写真を採点に加えて、最優秀・優秀・ 

努力賞を決定します。 

＊その他＊ 

 ４月下旬に参加団体による説明会を予定しています。苗の配布は５月上旬を予定しています。 

○問い合わせ先  教育委員会社会教育班 （内線２１２） 



              

健康保険課 健康長寿班 

                      連絡先（内線 131･132･133） 
 

【平成 27 年度 鶴田町健康カレンダー(うぐいす色・両面刷り)は届きましたか？】 

 平成 27 年度鶴田町健康カレンダーは、保健協力員をとおして３月 23 日以降に全戸に配布されています。お

手元にない方は、健康保険課 健康長寿班にお問い合わせください。 

 

【平成 27 年度 集団健診申込書は４月下旬に配布する予定です】 

＊婦人健診 ６月 20 日～24 日、７月９日～10 日 計７日間 

＊総合健診 ８月 19 日～９月 11 日(21 日間) 

        11 月 29 日～30 日(２日間)      計 23 日間 

 詳しい内容は、４月下旬に保健協力員をとおして対象世帯に配布する「集団健診申込書」および案内チラシを

ご覧ください。 

 

【健康運動教室 運動習慣をつけましょう】 

・開催日：４月２日(木)、６日(月)、10 日(金)、13 日(月)、16 日(木)、20 日(月)、 

     23 日(木)、27 日(月)、30 日(木)   ※ 曜日にご注意ください！ 

・場 所：鶴遊館(申込み不要です) 

・時 間：午前 10 時～11 時 

＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。 

 

【傾聴サロン 誰かに聴いてほしいことはありませんか】 

 悩みがあるとき、気持ちが沈んでいるとき、誰かに話を聞いてもらいたいときなどありませんか？鶴田町傾聴

ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をゆっくりと聴きます。一緒にビーズス

トラップや「つるりん」の折り紙を作りながら、安らげる時間を過ごしませんか？お話した内容の秘密は厳守し

ます。安心してお越しください。 

・日時：４月６日、20 日(第１・３月曜日) 午後１時～３時 （４月から時間が変わります。ご注意ください） 

・場所：鶴遊館 栄養指導室 

 

【子育て広場に参加しませんか？】 

 子育て広場は、小さなお子さんを持つお母さんたちの交流の場です。月１回の開催で、悩みを話し合ったり、

育児情報の交換をしたりしています。心のリフレッシュの場として、町でも応援しています。年５回の「ママの

ための料理教室」も行っています。みなさんで楽しい時間を過ごしませんか？ 

 

４月の内容 

 ハンドメイド ～プラ板(プラスチックの板)でいろいろ作ってみよう～ 

・日 時：４月 16 日(木) 午前 10 時～11 時 30 分 

・場 所：鶴遊館 栄養指導室(調理室の向かいの部屋) 

・参加費：300 円(当日) ＊情報交換等のみ参加の方は無料です。 

・申込み：ハンドメイドへ参加する場合は、つるた街プロジェクト（e-mail：tsurutamachi8@gmail.com） 

まで、参加する方のお名前、お子さんの年齢をメールにてお伝えください。 

・締 切：４月 13 日（月） 

平成２７年 町の保健だより 


